
調査年月：
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㌧車　 台： 積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ：積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ｔ/時 ｔ　又は　㎥/時 基

コンテナ容量 ㎥ 台 形式 □移動式　□固定式（移設可能・不可）

㌧車　 台： 積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ：積載容量 ㎥ ㌧車　 台： 仕様 □軟仕様　□硬仕様

コンテナ容量 ㎥ 台 ｔ/時 ｔ　又は　㎥/時 基

㌧車　 台： 積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ：積載容量 ㎥ ㌧車　 台： 形式 □移動式　□固定式（移設可能・不可）

コンテナ容量 ㎥ 台 仕様 □軟仕様　□硬仕様

㌧車　 台： 積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ：積載容量 ㎥ ㌧車　 台： ｔ/時 ｔ　又は　㎥/時 基

コンテナ容量 ㎥ 台 形式 □移動式　□固定式（移設可能・不可）

㌧車　 台： 積載容量 ㎥ ㌧車　 台 ：積載容量 ㎥ ㌧車　 台： ｔ/時 仕様 □軟仕様　□硬仕様

コンテナ容量 ㎥ 台 ｔ　又は　㎥/時 基

㌧車　 台：積載容量 ㎥ ㌧車　 台 Kℓ車　 台 [   　         ] ｔ/時 形式 □移動式　□固定式（移設可能・不可）

㌧車　 台：積載容量 ㎥ ㌧車　 台 Kℓ車　 台 [         　    ] ｔ/時 仕様 □軟仕様　□硬仕様

㌧車　 台：積載容量 ㎥ ㌧車　 台 Kℓ車　 台 [     　        ] ｔ/時

㌧車　 台 ㌧車　 台 ㌧車 台 ㎥ ㎥

㌧車　 台 ㌧車　 台 ㌧車 台 □あり　　□なし □あり　　□なし

㌧車　 台 ㌧車　 台 ㌧車 台

㌧車　 台 台 ㎥ ㎥

㌧車　 台 台 □あり　　□なし

㌧車　 台 台

㎥ 台 ㌧車　 ㎥ 台 t　又は　㎥/時 t　又は　㎥/時

台 ㌧車　 ㎥ 台 t　又は　㎥/時 [         　　　   ] t　又は　㎥/時

㎥ 台 ㌧車　 ㎥ 台 [         ] t　又は　㎥/時 [         　　　   ] t　又は　㎥/時

台 ㎥ 台 [         ] t　又は　㎥/時 [         　　　   ] t　又は　㎥/時

㎥ 台 ㎥ 台 台

台 ㎥ 台 台

ｋｇ 台 車種 能力= 台 台

ｋｇ 台 車種 能力= 台 台

ｋｇ 台 車種 能力= 台 台

ｔ 隻 台

ｔ 隻 台

ｔ 隻 台

住所 種類 [      　　　　　　　　      ] 能力 = [        　　　　　　　    ]：

[      　　　　　　　　      ] 能力 =

[        　　　　　　　    ]：
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[        　　　　　　　    ]：
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□有　　　　　□なし 種類 [      　　　　　　　　      ]
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[      　　　　　　　　      ] 能力 = [        　　　　　　　    ]：

最大荷重 [      　　　　　　　　　    ] [       　　　　　　　　　  ]： 種類 [      　　　　　　　　      ] 能力 =

種類 [      　　　　　　　　      ] 能力 = [        　　　　　　　    ]：

最大荷重 [      　　　　　　　　　    ] [       　　　　　　　　　  ]： 種類
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[      　　　　　　　　　    ] [       　　　　　　  ]：

能力 = [         　　　　　       ]：

[内、フォーク・ブレーカー装着可 バケット容量 種類 [      　　　　　　　　      ] 能力 = [        　　　　　　　    ]：

品目 品目

バケット容量 バケット容量
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種類 [      　　　　　　　　      ]

品目 品目
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化
再
利
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木質系廃棄物 コンクリートがら

[内、フォーク・ブレーカー装着可 金属クズ 品目

バケット容量

使用岸壁　　□自社所有　　□公共貸与 使用岸壁　　□自社所有　　□公共貸与

重

機
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ッ
ク
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ウ

バケット容量
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[      　　  ] 海上輸送の可能性 □あり　　□なし 海上輸送の可能性

車　種 [   　            　　　　          ] 能　力＝ [      　　  ]
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車　種 [   　　　　　　　　　　　　　　     ] 能　力＝

車　種 [   　            　　　　          ] 能　力＝

海上輸送の可能性 海上輸送の可能性

使用岸壁　　□自社所有　　□公共貸与 使用岸壁　　□自社所有　　□公共貸与
最
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[      　　  ] 残余容量 残余容量
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高
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中
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施

設[ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付] [ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付]
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脱
水
施
設[ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚﾝｰﾝ付] [ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付]

油
水
分

離
施
設[ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付] [ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付]

焼
却
施
設

破
砕
施
設

[ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付] [ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付] 焼却灰の処分

□自社処分　　□社外搬出

[ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付] [ 普通 ・ 深ダンプ ・ ｸﾚｰﾝ付]

協力要請があった場合の対応

（1・2・3のうち該当する番号を記入）

１．自社の直接被害がなければ即対応可能
２．自社の業務が落ち着いた段階で対応可
３．対応出来ない（協力はむつかしい）

1.または２.を選ばれた場合は、支援協力可能な資機材について以下の欄に記入して下さい。
　　　車両等で支援・協力する場合は、一般道路の通行が可能な機材に限定して下さい。

３.の場合は、以下の記入は不要です。
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許可内容 □収集運搬　　　□中間処理　　　□最終処分 所属する団体 □建設業協会　　□建設解体業協会　　□山口県ﾄﾗｯｸ協会　　□危険物保安協会　　□労働基準協会 (その他　　　　        　　　　　　　　　　）

優良事業者認定等の対応事項
認可・認証,対応している場合　　■塗り潰し □優良産廃処理業者認証取得　　□ＩＳＯ-14001認証  □エコアクション-２１認証　　□電子マニフェスト採用　　□インターネットでの公開　　□ＯＨＳＡＳ18001認証

支援講座への参加の希望がありますか 次の支援講座を開催した場合参加する意思はありますか　□エコアクション-２１取得支援講座　　　□情報開示（ホームページ作成等）支援講座　　　　 □その他希望講座（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

名

担当者電話番号

代表FAX 担当者E-Mail

名
担当者名

担当者部署

住　所
代表電話番号

 内事務職員数

会員(事業所）名
(御社の企業名・事業所名）

代表者氏名 従業員数

調査票 災害時に協力・支援可能な資機材
㊟

「災害廃棄物処理の協力」に関する「証明書」を発行する対象は下表の「協力があっ
た場合（該当する番号）の事項で１．自社の直接被害がなければ即対抗可能、また

は、２．自社の業務が落ち着いた段階で対応可能のいずれかを選んだ者で別途申請

した者に限ります。

山口県産業廃棄物協会受理日 平成30年4月

山口県との協定に基づく「災害廃棄物処理に関する協
力」企業の定期的調査
※奇数年は、前年度入会した会員に限定

会社名：㈱、(有)等を忘れないように許可業種に
該当する項
目を■塗り
潰して下さ
い。

保有資機材のうち、災害時に協力可

能台数・能力を記入して下さい。

※ダンプトラック、普通トラック、パッ

カー車については、積載重量と積載

容量の両方をご記入ください。

※“その他”の欄には、その他支援
可能な車両をご記入ください。

保有し、支援可能な船舶につ

いてご記入ください。

※使用可能岸壁の有無につ

いて、該当する箇所に印をつ

けてください。“有り”の場合は、

住所をご記入ください。

支援可能な、中間処理施設についてご記入くだ
さい。
※焼却・脱水・油水分離・中和・その他の施設は

支援可能な保有施設の合計の能力

※破砕施設の能力表示は、t／時もしくはm3／
時とし、

該当しない単位には二重線をひいてください。
記入例）５ｔ･ｍ3／時

※焼却灰の処分方法、破砕施設の形式及び仕
様について、該当する箇所に印
※破砕施設は､1基あたりの能力､形式､仕様及
び基数をご記入ください｡
※破砕施設の仕様は、主な破砕対象物により選
択してください。

例） 軟仕様：布団、畳 等
硬仕様：ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、金属くず 等

支援可能な最終処分場について記入
※現時点での残余容量

※海上輸送の可能性、使用岸壁
について、該当する箇所に印

※複数所有されている場合は、処分場
毎に分けて記入

資源化・再利用施設について記入
※保有している合計の能力をご記入ください。

※能力表示は、t／時もしくはm3／時とし、該当しな
い単位には二重線をひいてください。

記入例）１０ ｔ 又は ｍ3／時

災害時の対応について1・2・3のう
ちから、選んで下さい。

３の場合は、以下の記入は不要です。

産廃協会以外の団体に加入して
いる場合■塗り潰して下さい。

優良認定やＩＳＯ等の認証を受けてい
る場合などの場合、 ■塗り潰して下さ
い。

その他支援可能な資機材がある
場合に記載して下さい。

ここに、１，２，３の
いずれかの番号を記入

別紙２ 記入例および留意事項

今後優良産業廃棄物処理業者認定に対して

支援講座を検討しています。該当□を塗りつ
ぶして下さい。

吉敷産業株式会社

２

※本アンケートの内容について、後日問合
せを行う場合もありますので、担当者の欄に
は、本調査票を記入された方の氏名及び連
絡先をご記入ください。

支援可能な最終処分場について記入
※現時点での残余容量

※海上輸送の可能性、使用岸壁
について、該当する箇所に印

※複数所有されている場合は、処分場
毎に分けて記入


